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平成２９年８月１５日

６ 月 定 例 会

◆直方市副市長の選任に同意

◆ユメニティのおがた条例の一部を改正

６ 月 定 例 会 に 提 出 さ れ た 議 案 と そ の 結 果

【報　　告】

報告第 ３ 号
専決処分事項の報告について（市営住宅家賃滞
納に係る民事調停）

※ 報告

報告第 ４ 号
専決処分事項の報告について（道路災害に係る
損害賠償の額を定めること）

報告第 ５ 号 直方市土地開発公社の経営状況について

報告第 ６ 号
公益財団法人直方文化青少年協会の経営状況に
ついて

報告第 ７ 号 一般財団法人直方児童福祉会の経営状況について

報告第 ８ 号 一般財団法人直方市福祉会の経営状況について

報告第 ９ 号 継続費繰越計算書について（直方市一般会計）

報告第１０号 繰越明許費繰越計算書について（直方市一般会計）

報告第１１号
繰越明許費繰越計算書について（直方市公共下
水道事業特別会計）

報告第１２号 予算繰越計算書について（直方市水道事業会計）

【専　　決】 ※ 原案承認

議案第３５号
専決処分事項の承認について（平成 28 年度直方
市一般会計補正予算）

議案第３６号
専決処分事項の承認について（直方市税条例等
の一部を改正する条例）

議案第３７号
専決処分事項の承認について（直方市国民健康
保険税賦課徴収条例の一部を改正する条例）

議案第３８号
専決処分事項の承認について（平成 29 年度直方
市国民健康保険特別会計補正予算）

議案第３９号
専決処分事項の承認について（直方市消防団員
等公務災害補償条例の一部を改正する条例）

議案第４０号
専決処分事項の承認について（直方市営住宅条
例の一部を改正する条例）

議案第６１号 平成 29 年度直方市一般会計補正予算

議案第６２号 平成 29 年度直方市介護保険特別会計補正予算

議案第６３号
平成 29 年度直方市公共下水道事業特別会計補正
予算

議案第６４号
平成 29 年度直方市農業集落排水事業特別会計補
正予算

【予　　算】 ※ 原案可決

【条　　例】 ※ 原案可決

議案第４１号
直方市職員の退職手当に関する条例の一部を改
正する条例について

議案第４２号 直方市税条例等の一部を改正する条例について

議案第４３号
ユメニティのおがた条例の一部を改正する条例
について

議案第６５号
直方市汚泥再生処理センター建設工事に係る総
合評価審査委員会設置条例の一部を改正する条
例について

【人　　事】

議案第４６号
から

議案第５９号

直方市農業委員会の委員の任命につき同意を求
めることについて

※ 原案同意

議案第６０号
直方市副市長の選任につき同意を求めることに
ついて

【そ の 他】 ※ 原案可決

議案第４４号 市道路線の認定について

議案第４５号
直方市農業委員会の委員の過半数を認定農業者
等又はこれらに準ずる者とすることにつき同意
を求めることについて

※ 原案同意



直
方
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　
今
回
の
改
正
の
主
な
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　
１
点
目
に
、
消
費
税
率
10
％

導
入
時
に
お
け
る
軽
自
動
車
税

の
環
境
性
能
割
の
創
設
。

　
２
点
目
に
、
環
境
性
能
の
優

れ
た
軽
自
動
車
の
普
及
を
促
進

す
る
た
め
、
燃
費
性
能
に
応
じ

て
税
率
を
軽
減
す
る
軽
自
動
車

税
の
グ
リ
ー
ン
化
特
例
の
見
直

し
及
び
２
年
間
延
長
。

　
３
点
目
に
、
税
制
を
通
じ
て

住
民
自
治
を
確
立
し
、
地
域
の

自
主
性
・
自
立
性
を
高
め
る
た

め
、
国
が
一
律
に
定
め
て
い
た

課
税
標
準
の
特
例
割
合
を
、
地

方
税
法
の
定
め
る
範
囲
内
で
各

自
治
体
が
条
例
で
定
め
る
こ
と

が
で
き
る
制
度
で
あ
る
地
域
決

２
のおがた議会だより

　
　

委
員
会

　
　
　
　

の
審
査

　

各
常
任
委
員
会
は
、
６
月

27
日
に
開
催
さ
れ
、
付
託
さ

れ
た
議
案
に
つ
い
て
審
査
し

ま
し
た
。

　

そ
の
主
な
内
容
で
す
。

総
務
常
任
委
員
会

定
型
地
方
税
制
特
例
措
置
、
通

称
わ
が
ま
ち
特
例
の
導
入
で

す
。

　
以
上
の
よ
う
な
改
正
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
異
議
な
く
原
案
ど

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

専
決
処
分
事
項
の
承
認
に
つ
い

て
（
直
方
市
国
民
健
康
保
険
税

賦
課
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
）

　
今
回
の
改
正
は
、
国
民
健
康

保
険
税
の
軽
減
の
所
得
判
定
基

準
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に

伴
う
改
正
で
す
。

　
そ
の
具
体
的
な
内
容
と
し
て

は
、
５
割
軽
減
の
所
得
判
定
基

準
に
お
け
る
被
保
険
者
１
人
当

た
り
の
加
算
額
を
現
行
の

「
26
万
５
０
０
０
円
」
か
ら

「
27
万
円
」
に
改
め
、
ま
た
、

２
割
軽
減
の
所
得
判
定
基
準
に

お
け
る
被
保
険
者
１
人
当
た
り

の
加
算
額
を
現
行
の
「
48
万
円
」

か
ら
「
49
万
円
」
に
改
め
る
こ

と
に
よ
り
、
軽
減
対
象
世
帯
を

拡
大
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
異
議
な
く
原
案

ど
お
り
承
認
し
ま
し
た
。

教
育
民
生
常
任
委
員
会

◆ ユメニティのおがた条例の一部を改正

　ユメニティのおがたの駐車場の駐車料金が、平成２９年８月１日より下記のとおりとなります。
　駐車料金に変更はありませんが、これまで設定していなかった駐車料金の上限を新たに設定し、
利用者の利便性の向上を図ります。

◆ 直方市一般会計補正予算
　今回の補正予算では、歳入歳出それぞれに９, ９９４万１, ０００円を追加します。その結果、本
年度の一般会計予算の総額は、２４３億７, ２９４万１, ０００円となります。
歳入
○ 市有財産売払収入（植木メカトロビジネスタウン）　　９, １１２万２, ０００円　ほか

歳出
○ 企業立地促進奨励金 ( ２企業）  　　　　　　　　　　 ３, ３８４万円　ほか

議案の内容
　６月定例会で可決された議案のうち、ユメニティのおがた条例の一部改正について

及び一般会計補正予算についてご紹介します。

種　　別 単　　位 金　　額

基本料金 入場したときから３時間以内　１台 ２００ 円

割増料金
入場したときから３時間を超える時間３０分

ごとに　１台
１００ 円

備　考

１　駐車料金の上限額は、１日１台につき８００円とする。

２　割増料金の算定の場合においては、３０分未満の端数があるときは、３０分として計算する。

３　駐車料金の額には、消費税法の規定による消費税及び地方税法の規定による地方消費税の

　　額が含まれるものとする。



平
成
29
年
度
直
方
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
産
業
建
設
部
関
係
）

平
成
29
年
度
直
方
市
一
般
会
計

補
正
予
算

　
歳
出
の
主
な
も
の
と
し
て

は
、
県
の
補
助
事
業
を
活
用
し

て
、
認
定
農
業
者
が
収
益
性
の

高
い
園
芸
作
物
を
振
興
す
る
た

め
に
整
備
す
る
省
力
栽
培
施
設

や
、
高
性
能
省
力
機
械
設
備
な

ど
の
経
費
に
対
し
て
補
助
す
る

活
力
あ
る
高
収
益
型
園
芸
産
地

育
成
事
業
費
補
助
金
、
ま
た
、

本
市
企
業
立
地
促
進
奨
励
金
交

付
要
綱
に
基
づ
き
、
市
内
の
２

企
業
に
対
し
て
建
物
の
増
築
及

び
機
械
装
置
の
取
得
に
要
す
る

経
費
の
一
部
を
奨
励
金
と
し
て

交
付
す
る
も
の
な
ど
で
す
。

　
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
い
ず

れ
も
必
要
な
予
算
措
置
で
あ
る

と
認
め
る
も
の
の
、
企
業
立
地

促
進
奨
励
金
に
つ
い
て
は
、
大

規
模
な
設
備
投
資
を
行
う
こ
と

が
で
き
な
い
零
細
企
業
向
け
の

奨
励
金
な
ど
の
拡
充
も
今
後
は

検
討
し
て
ほ
し
い
と
の
意
見
も

あ
り
ま
し
た
が
、
採
決
の
結
果
、

原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
　
　
適
応
指
導
教
室
に
つ
い

て　
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
こ
と
が
あ

る
が
、
本
市
の
現
状
は
、
利
用

者
を
増
や
そ
う
と
い
う
姿
勢
が

欠
け
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

　
そ
こ
で
、
現
在
の
適
応
指
導

教
室
の
利
用
率
と
復
帰
率
に
つ

い
て
問
う
。
ま
た
、
通
級
は
ど

の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

送
迎
な
ど
は
で
き
な
い
の
か
。

　
宮
若
市
で
は
給
食
が
利
用
で

き
る
が
、
本
市
も
他
自
治
体
の

例
を
参
考
に
し
て
ほ
し
い
。

　
　
　
不
登
校
（
年
間
30
日
欠

席
）
に
対
す
る
利
用
率
は
８
％

で
、
高
校
進
学
も
含
め
た
復
帰

率
は
86
％
で
あ
る
。
通
級
は
、

在
籍
校
と
同
様
に
自
分
で
通
級

し
て
お
り
、
給
食
に
つ
い
て
は
、

配
送
が
学
校
給
食
衛
生
管
理
基

準
に
満
た
な
い
た
め
、
現
時
点

で
は
利
用
で
き
な
い
。

　
　
　
一
時
扶
助
に
つ
い
て

　
生
活
保
護
の
一
時
扶
助
に
は
、

お
む
つ
代
の
支
給
制
度
が
あ
る

が
、
こ
の
よ
う
な
情
報
が
当
事

者
へ
知
ら
さ
れ
て
い
な
い
の
で

３
のおがた議会だより

平
成
29
年
度
直
方
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
火
葬
場
費
の
修
繕

料
）

　
こ
の
修
繕
料
は
、
燃
焼
炉
４

基
の
う
ち
、
３
号
機
の
機
械
室

に
設
置
さ
れ
た
炉
の
圧
力
や
温

度
を
調
整
す
る
炉
室
コ
ン
ト
ロ

ー
ラ
ー
の
修
理
に
要
す
る
経
費

で
す
。

　
本
施
設
が
供
用
開
始
と
な
っ

た
平
成
11
年
か
ら
既
に
18
年
が

経
過
し
、
通
常
の
使
用
頻
度
で

示
さ
れ
た
耐
用
年
数
で
あ
る
15

年
を
経
過
す
る
中
、
燃
焼
炉
制

御
装
置
の
故
障
や
誘
引
排
風
機

の
損
傷
に
よ
り
炉
が
使
用
で
き

な
い
と
い
っ
た
事
態
が
生
じ
ま

し
た
。

　
委
員
会
と
し
て
は
、
本
施
設

は
特
殊
な
目
的
を
持
つ
施
設
で

あ
り
、
炉
の
稼
働
中
に
事
故
等

が
発
生
し
、
遺
族
へ
迷
惑
を
か

け
る
こ
と
の
な
い
よ
う
維
持
管

理
を
徹
底
す
る
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
施
設
の
機
能
維
持
の

た
め
定
期
的
に
実
施
し
て
い
る

保
守
点
検
の
結
果
に
注
視
し
、

不
具
合
が
指
摘
さ
れ
た
段
階
で

早
急
な
措
置
を
講
じ
る
よ
う
要

望
を
付
し
、
原
案
ど
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

答
弁

産
業
建
設
常
任
委
員
会

意 

見 

書

一 般 質 問
　６月定例会の一般質問は、６月２０日から２３日の４日間行われ、１６名の議員が市政の各分

野にわたって質問しました。一般質問は、議案と関係なく市政全般にわたり執行機関に対して、

執行状況や将来に対する方針などについて所信を尋ねたり、報告、説明を求めるものです。

　
今
定
例
会
で
は
、
次
の
意
見

書
が
提
出
さ
れ
、
可
決
し
た
意

見
書
を
、
関
係
行
政
庁
等
に
送

付
し
ま
し
た
。

◎
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症
対
策

の
抜
本
的
強
化
を
求
め
る
意
見

書［
送
付
先
］
内
閣
総
理
大
臣
、
内

閣
官
房
長
官人

事
案
件（

敬
称
略
）

◆
直
方
市
農
業
委
員
会
委
員

　
　
森
　
田
　
勉

　
　
森
　
　
　
勝
　
久

　
　
岡
　
松
　
秀
　
樹

　
　
貞
　
光
　
誠
　
一

　
　
香
　
田
　
年
　
紀

　
　
藤
　
田
　
和
　
孝

　
　
安
　
田
　
祐
　
次

　
　
早
　
川
　
政
　
路

　
　
安
　
永
　
拓
　
美

　
　
大
　
塚
　
利
　
一

　
　
靜
　
岡
　
俊
　
治

　
　
仲
　
野
　
博
　
幸

　
　
坂
　
田
　
吉
　
穂

　
　
朝
　
原
　
美
津
子

◆
直
方
市
副
市
長

　
　
三
　
原
　 

ゆ
　
か
　
り

質
問

河

野

祥

子

議

員

質
問


